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波長より短いスリット周期を持つメタルスリットアレイ(MSA)は，その回折限界周波数以下で

誘電体的な性質を示すことが知られている[1]．我々は，この擬似誘電体の積層構造における光学

共鳴モードの振舞いを調べ，通常の誘電体多層膜には見られない現象を見出し，その物理メカニ

ズムの解明を行っている[2, 3]．本研究では，2 段 MSA 構造の間に通常の誘電体を挟んだ場合の透

過特性について検討を行った[4]． 
図はスリット周期 d が 500 µm，スリット幅 w が 150 µm，スリット高さ h が 1000 µm の 2 段

MSA 構造において，(a)MSA 以外全て空気の場合，(b)MSA 以外全て屈折率 np の誘電体の場合，

および(c)ギャップ層に誘電体を挟んだ場合の，TM 波の垂直入射に対する透過スペクトルのギャ

ップ幅 s 依存性を FDTD 法により計算した結果である．誘電体の屈折率 npは 1.4 とした． 
(a)の場合は，スリット外側での回折限界周波数(fRW = c/d)である 0.6 THz 以下で 2 段 MSA の擬

似誘電体的性質が見られた[2, 3]．また fc = c/2(d – w)で与えられる 0.429 THz 以上の領域では，ギ

ャップ層での横方向の周期性の効果により偶数次モードがブルーシフトしていることが分かる[3]．
次に(b)の場合は，スリットの外側およびギャップ層の屈折率がともに np となるため，fRW = c/npd 
(0.429 THz)，fc = c/2np(d – w) (0.305 THz)と変化し，(a)が圧縮されたような結果となった．最後

に(c)の場合は，0.429 ~ 0.6 THz の周波数領域においてループを形成するなどの非常に複雑な特性

[2]が見られた．これは，回折限界周波数 fRW がギャップ層では 0.429 THz，スリット外側では 0.6 
THz であることにより，s が大きくなるとギャップ層で回折波が干渉し，透過光に影響するためで

あると考えられる．当日は(a)と(c)の場合に対応する実験結果も示し，計算結果との比較を行う． 
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図 透過スペクトルのギャップ幅 s 依存性 
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